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相
談
事
例
か
ら
み
た
女
性
の
就
業
継
続
を
阻
む
問
題
と
は
？

新
た
な
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
憲
章
」
と
「
行
動
指
針
」
を
合
意

　

政
府
は
六
月
二
九
日
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
を
開
き
、「
仕
事
と

生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）
憲
章
」
と
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進

の
た
め
の
行
動
指
針
」
を
改
定
し
た
。
政
労

使
ト
ッ
プ
の
交
代
を
機
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
官
民
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

る
こ
と
が
狙
い
。
就
業
率
や
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
率
な
ど
一
四
の
指
標
に
つ
い
て
、
現

状
を
示
し
た
う
え
で
、
二
〇
二
〇
年
の
数
値

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

同
会
議
は
二
〇
〇
七
年
七
月
、
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
て
官
民
一
体
で
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
労
使
や

地
方
公
共
団
体
、
有
識
者
、
関
係
閣
僚
を
メ

ン
バ
ー
に
発
足
。
同
年
一
二
月
に
は
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
憲
章
」
と
数
値
目
標
を
盛
り

こ
ん
だ
「
行
動
指
針
」
を
策
定
し
た
。
そ
の

後
、
政
労
使
ト
ッ
プ
の
交
代
を
受
け
て
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
て
一
層
積

極
的
に
取
り
組
む
決
意
を
示
す
と
と
も
に
、

施
策
の
進
捗
や
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
た
新
た
な
視
点
や
取
り
組
み
を
盛
り
込

ん
だ
合
意
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
。

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
や
新
し
い
公

共
の
視
点
も

　

今
回
、
合
意
し
た
「
憲
章
」
は
、
今
の
社

会
が
「
人
々
の
働
き
方
に
関
す
る
意
識
や
環

境
が
社
会
経
済
構
造
の
変
化
に
必
ず
し
も
適

応
し
き
れ
ず
、
仕
事
と
生
活
が
両
立
し
に
く

い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
」
と
指
摘
。「
社

会
全
体
で
仕
事
と
生
活
の
双
方
の
調
和
の
実

現
を
希
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」「
仕
事

と
生
活
の
調
和
と
経
済
成
長
は
車
の
両
輪
で

あ
り
、
誰
も
が
意
欲
と
能
力
を
発
揮
し
て
労

働
市
場
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
活

力
と
成
長
力
を
高
め
、
少
子
化
の
流
れ
を
変

え
、持
続
可
能
な
社
会
に
実
現
に
も
資
す
る
」

な
ど
と
し
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
必
要
性
を
改
め
て
訴
え
て
い
る
。
そ
の

う
え
で
、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
働
き

が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）」
の
実
現

や
「
新
し
い
公
共
（
行
政
だ
け
で
な
く
、
市

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
が
積
極
的
に
公
共

的
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
な
り
、

教
育
や
子
育
て
、
ま
ち
づ
く
り
、
介
護
や
福

祉
な
ど
の
身
近
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
を

表
現
す
る
も
の
）」
の
活
動
等
へ
の
参
加
機

会
の
拡
大
を
通
じ
た
地
域
社
会
の
活
性
化
な

ど
の
観
点
か
ら
、
め
ざ
す
べ
き
社
会
の
姿
を

提
示
し
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
数
値
目
標
を
設
定

　

新
し
い
「
憲
章
」
の
合
意
に
伴
い
、「
行
動

指
針
」
も
、
改
正
労
働
基
準
法
な
ど
の
法
改

正
や
行
政
の
施
策
の
進
捗
、
経
済
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
見
直
し
た
。
前
回
の
合
意
で

二
〇
一
七
年
ま
で
に
社
会
全
体
と
し
て
達
成

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
数
値
目
標
と
、
今
年

六
月
の
雇
用
戦
略
対
話
で
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
目
標
」、
さ
ら
に

新
成
長
戦
略
の
数
値
目
標
と
整
合
性
を
図
り
、

「
政
策
に
よ
っ
て
一
定
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す

こ
と
が
で
き
る
項
目
」
に
つ
い
て
二
〇
二
〇

年
の
目
標
値
を
設
定
し
た
（
表
１
）。

相
談
機
関
に
寄
せ
ら
れ
る
働
く
人
の
悩
み
と

は
／
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　

新
た
な
行
動
指
針
に
は
、
長
時
間
労
働
の

抑
制
や
休
暇
の
取
得
促
進
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
取
り
組
み
強
化
、
長
期
的
な
視
点
に
よ

る
女
性
の
人
生
設
計
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
で
は
、
職
場
で
働
く
労
働
者
は

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
労
働
相
談
の
現
場
を
取
材
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
度
に
都
内
六
カ
所
の
労
働
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
労
働
相

談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
項
目
の
総
数
は
、
九

万
五
二
七
一
項
目
（
五
万
五
〇
八
二
件
）
で
、

こ
の
う
ち
労
働
者
か
ら
の
相
談
は
七
万
六
九

二
項
目
（
四
万
一
五
〇
六
件
）
だ
っ
た
。
労

働
者
か
ら
の
相
談
内
容
で
最
も
多
い
項
目
は
、

「
退
職
」で
八
二
八
二
項
目
。
以
下
、「
解
雇
」

（
八
二
〇
七
項
目
）、「
賃
金
不
払
」（
五
六
一

四
項
目
）、「
職
場
の
嫌
が
ら
せ
」（
五
五
四
二

項
目
）、「
労
働
契
約
」（
四
六
九
〇
項
目
）
な

ど
が
続
く
。

職
場
の
嫌
が
ら
せ
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

が
増
加
傾
向
に

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
二
〇
〇
四
年
度
以
降
の

デ
ー
タ
を
紐
解
く
と
、
表
２
の
通
り
と
な
る
。

相
談
項
目
の
傾
向
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
全
体

の
相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
う
え
、
職

場
の
嫌
が
ら
せ
（
人
間
関
係
）
の
悩
み
が
増

え
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
の
中
野

誠
一
・
相
談
調
査
課
課
長
補
佐
は
、「
職
場
の

嫌
が
ら
せ
は
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
は
あ
ま
り

目
立
た
な
か
っ
た
が
、
〇
四
年
度
か
ら
急
増

し
て
、
以
後
、
増
え
る
一
方
。
日
々
、
相
談

を
受
け
て
い
て
も
、
本
当
に
増
え
て
い
る
と

実
感
し
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

　

ま
た
、
相
談
を
寄
せ
る
人
の
属
性
で
み
る

と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
係
す
る
相
談
が

男
女
を
問
わ
ず
増
え
て
い
る
と
い
う
（
表
２

の
参
考
欄
）。
こ
れ
は
、
相
談
内
容
が
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
関
連
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
に
向
け
官
民
ト
ッ
プ
が
合
意

指針改定の調印後、握手する菅首相と労使のトップ
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通
院
や
投
薬
な
ど
相
談
者
本
人
が
自
ら
「
心

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
」
と
明
か
し
た
ケ
ー

ス
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
だ
。

　
「
心
に
何
ら
か
の
傷
を
負
っ
て
い
る
相
談
者

は
多
く
、
相
談
を
受
け
て
い
て
も
言
葉
尻
を

捉
え
て
反
発
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
珍
し
く

な
く
な
っ
た
。
相
談
者
の
一
割
以
上
が
病
院

に
行
っ
た
り
薬
を
飲
ん
で
い
る
現
状
に
労
働

者
の
お
か
れ
て
い
る
深
刻
な
状
況
を
感
じ
る
」

女
性
の
相
談
多
い
退
職
、
休
職
な
ど

　

次
に
、
今
号
の
特
集
に
合
わ
せ
て
、
女
性

の
労
働
者
に
絞
っ
て
特
徴
的
な
課
題
を
み
る
。

　

相
談
内
容
は
、
女
性
が
三
万
四
二
一
九
項

目
な
の
に
対
し
、
男
性
は
三
万
六
四
七
三
項

目
と
、
女
性
の
方
が
若
干
少
な
い
な
か
で
、

女
性
の
相
談
が
男
性
を
上
回
っ
て
い
る
項
目

も
多
い
。

　

具
体
的
に
は
、「
休
職
」（
女
性
：
一
一
二
八

項
目
、男
性
：
六
六
四
項
目
）、「
雇
い
止
め
」

（
女
性
：
一
〇
〇
七
項
目
、
男
性
：
七
七
二

項
目
）、「
労
働
条
件
相
違
」（
女
性
：
四
四
一

項
目
、
男
性
：
三
〇
三
項
目
）、「
労
働
時
間

の
不
利
益
変
更
」（
女
性
：
三
六
三
項
目
、
男

性
：
二
五
二
項
目
）、「
有
期
契
約
の
中
途
解

約
」（
女
性
：
三
三
二
項
目
、
男
性
：
二
七
七

項
目
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
「
職
場
の
嫌
が
ら
せ
」（
女
性
：

三
一
八
五
項
目
、
男
性
：
二
三
五
七
項
目
）

も
女
性
の
相
談
が
多
い
。
な
か
で
も
「
同
僚

か
ら
の
嫌
が
ら
せ
」
は
男
性
の
三
二
四
項
目

に
対
し
、
女
性
は
八
四
一
項
目
と
約
二
・
六

倍
。
人
間
関
係
関
連
は
お
し
な
べ
て
女
性
が

多
く
、「
セ
ク
ハ
ラ
」（
女
性
：
九
二
六
項
目
、

男
性
：
二
五
〇
項
目
）
は
女
性
の
相
談
が
約

八
割
を
占
め
る
。
な
お
、「
健
保
・
年
金
」（
女

性
：
一
二
五
九
項
目
、男
性
：
八
六
四
項
目
）

の
未
加
入
問
題
な
ど
の
相
談
も
女
性
が
多

か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状

況
に
つ
い
て
中

野
課
長
補
佐
は
、

「
非
正
規
労
働

者
の
相
談
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、

雇
い
止
め
や
中

途
解
約
の
相
談

も
女
性
の
方
が

多
く
な
る
。
休

職
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
病
気
休

職
な
ど
の
制
度

が
整
っ
て
い
る

会
社
で
も
、
育

児
休
業
な
ど
と

異
な
り
、
結
果

的
に
退
職
の
選

択
肢
を
迫
ら
れ

る
こ
と
も
あ

る
」
な
ど
と
説

明
。熊
野
純
子
・

労
働
相
談
担
当

係
長
も
、「
休
職

の
項
目
に
は
、

復
職
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
女
性
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
今
は
休
職
す
る

こ
と
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
も
、
復
帰
す
る

こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
そ
れ
に
、

セ
ク
ハ
ラ
の
被
害
に
遭
っ
た
人
は
精
神
的
に

ま
い
っ
て
し
ま
い
会
社
に
行
け
な
く
な
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
人
が
休
職
相
談
に
反
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
」
と
付
言
し
て
い
る
。

人
間
関
係
の
悩
み
は
男
性
の
約
２
倍
に

　

で
は
、
職
場
の
嫌
が
ら
せ
が
多
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

「
職
場
の
嫌
が
ら
せ
の
相
談
は
女
性
の
方
が

多
く
、
特
に
同
僚
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
相

談
が
目
立
つ
が
、
そ
も
そ
も
人
間
関
係
の
相

談
自
体
が
男
性
の
二
倍
近
く
あ
る
。
こ
れ
は
、

表１　数値目標
数値目標設定指標 現状（直近の値） 2020年

Ⅰ
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
可
能
な
社
会

① 就業率
（Ⅱ、Ⅲにも関わるものである）

20～64歳　74.6％ 80％

15歳以上　56.9％ 57％

20～34歳　73.6％ 77％

25～44歳　女性　66.0% 73％

60～64歳　57.0％ 63％

② 時間当たり労働生産性の伸び率（実質、年
平均） （Ⅱ、Ⅲにも関わるものである）

1.7%
（2000～2009年度の10年間平均）

実質GDP成長率に関する目標（2％
を上回る水準）より高い水準（※）

③ フリーターの数 約178万人
（2003年にピークの217万人）

124万人
※ピーク時比で約半減

Ⅱ
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め

の
時
間
が
確
保
で
き
る
社
会

④ 労働時間等の課題について労使が話し合
いの機会を設けている割合 52.1％ 全ての企業で実施

⑤ 週労働時間60時間以上の雇用者の割合 10.0% ５割減

⑥ 年次有給休暇取得率 47.4％ 70%

⑦ メンタルヘルスケアに関する措置を受け
られる職場の割合 33.6％ 100%

Ⅲ
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
が
選
択
で
き
る
社
会

⑧ 在宅型テレワーカーの数 330万人 700万人
（2015年）

⑨ 短時間勤務を選択できる事業所の割合
（短時間正社員制度等） （参考）8.6%以下 29%

⑩ 自己啓発を行っている労働者の割合 42.1%（正社員）
20.0%（非正社員）

70%（正社員）
50%（非正社員）

⑪ 第１子出産前後の女性の継続就業率 38.0％ 55%

⑫ 保育等の子育てサービスを提供している
割合

保育サービス（３歳未満児）
24%(平成21年度末見込み）

44%
（2017年度）

放課後児童クラブ（小学１年～３年）
20.8％

40%
（2017年度）

⑬ 男性の育児休業取得率 1.23% 13%

⑭ 6歳未満の子どもをもつ夫の育児・家事
関連時間

1日当たり
60分 2時間30分

数値目標の設定に当たっては、以下の数値目標との整合性を取っている。
　・①～③、⑤～⑦、⑩～⑬：「新成長戦略」（平成22年6月18日、閣議決定）
　・①、③、⑤～⑦、⑩、⑪、⑬：「2020年までの目標」（平成22年6月3日、雇用戦略対話）
　・⑧：「新たな情報通信技術戦略 工程表」（平成22年6月22日、高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部）
　・⑫：「子ども・子育てビジョン」（平成22年1月29日閣議決定）
※「新成長戦略」（平成22年6月18日、閣議決定）において、「2020年度までの平均で、名目3％、実質2％を上回る成長を目指す。」、「2％を上回る実
質成長率を実現するためには、それを上回る労働生産性の伸びが必要である。」とあることを踏まえたもの。

資料出所：仕事と生活の調和推進室官民トップ会議「仕事と生活の調和推進のための行動指針」

表２　年度別相談上位項目
区分 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度
総項目数 54,328項目 62,080項目 67,682項目 68,614項目 67,537項目 70,692項目

1位 解雇
（6,330項目）

解雇
（6,696項目）

賃金不払
（7,739項目）

賃金不払
（6,869項目）

解雇
（8,071項目）

退職
（8,282項目）

2位 賃金不払
（6,254項目）

賃金不払
（6,230項目）

解雇
（7,376項目）

解雇
（6,659項目）

退職
（6,894項目）

解雇
（8,207項目）

3位 労働契約
（4,863項目）

労働契約
（5,617項目）

労働契約
（6,160項目）

労働契約
（5,918項目）

賃金不払
（5,930項目）

賃金不払
（5,614項目）

4位 退職
（3,517項目）

退職
（4,034項目）

人間関係
（4,639項目）

人間関係
（5,514項目）

職場の嫌がらせ
（4,683項目）

職場の嫌がらせ
（5,542項目）

5位 職場の嫌がらせ
（3,125項目）

職場の嫌がらせ
（3,725項目）

退職
（4,497項目）

退職
（4,806項目）

労働契約
（4,598項目）

労働契約
（4,690項目）

参考（メンタ
ルヘルスに関
する相談件数）

1,765件 1,810件 2,891件 5,946件 5,748件 5,179件

※平成18,19年度は「人間関係」に「職場の嫌がらせ」が含まれる。
資料出所：東京都産業労働局「労働相談及びあっせんの概要」（2004～09年度）より編集部で作成
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対
人
関
係
で
ソ
リ
が
合
わ
な
い
と
か
タ
イ
プ

が
合
わ
な
い
な
ど
と
い
っ
た
嫌
が
ら
せ
ま
で

は
い
か
な
い
内
容
も
含
ま
れ
る
か
ら
。
そ
う

い
っ
た
な
か
で
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
上
が
ら
な
い
な
ど
の
相
談
も
結
構
あ
る
」

（
中
野
課
長
補
佐
）

　

ち
ょ
っ
と
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
周
囲
に

愚
痴
る
よ
う
な
内
容
で
電
話
を
掛
け
て
く
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
背
景
に
は
働

く
人
の
感
覚
や
職
場
環
境
の
変
化
も
あ
る
よ

う
だ
。

　
「
今
の
職
場
は
相
談
し
に
く
く
、
孤
立
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
職
場
の

人
と
『
合
わ
な
い
』
と
い
う
の
は
ご
く
自
然

に
起
こ
り
得
る
こ
と
。
皆
が
『
こ
れ
ぐ
ら
い

は
許
容
範
囲
』
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、『
そ

れ
は
良
く
な
い
』
な
ど
と
主
張
し
て
距
離
を

置
か
れ
た
な
ど
と
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
。

た
だ
し
、
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
実
際
に
双
方

の
話
を
聴
い
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
自
主
的
な
解
決
が
難
し
く
、

労
使
か
ら
調
整
の
要
請
を
受
け
た
場
合
に

『
あ
っ
せ
ん
』
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
は
相

談
者
本
人
と
事
業
主
の
話
に
落
差
が
大
き
い

相
談
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
以
前
は

労
使
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
う
こ
と
も

多
か
っ
た
が
、
最
近
は
別
々
に
事
情
を
聴
い

て
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
い
」

働
く
女
性
に
特
化
し
た
相
談
活
動
の
現
場
で

は
／
「
女
性
と
仕
事
の
未
来
館
」

　

働
く
女
性
が
東
京
都
に
寄
せ
る
相
談
で
は
、

職
場
の
人
間
関
係
や
労
働
契
約
絡
み
の
案
件

が
目
立
っ
た
。
そ
こ
で
、
働
く
女
性
の
相
談

に
特
化
し
た
活
動
を
行
う
「
女
性
と
仕
事
の

未
来
館
」
に
も
話
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。
同

館
に
は
総
合
相
談
と
特
別
相
談
の
二
種
類
が

あ
る
。
ま
ず
、
す
べ
て
の
相
談
を
総
合
相
談

で
受
け
付
け
る
。
総
合
相
談
は
電
話
、
面
接
、

メ
ー
ル
の
三
通
り
。
八
五
％
が
全
国
か
ら
の

電
話
相
談
で
、
直
接
、
来
館
す
る
人
も
約
一

割
、
残
り
が
メ
ー
ル
相
談
だ
。
内
容
に
応
じ

て
キ
ャ
リ
ア
・
こ
こ
ろ
・
法
律
の
三
種
類
に

分
か
れ
た
特
別
相
談
に
勧
奨
し
た
り
、
案
件

に
よ
っ
て
は
都
道
府
県
労
働
局
の
雇
用
均
等

室
や
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
労
働
基
準

監
督
署
な
ど
を
紹
介
す
る
。

年
代
ご
と
に
悩
み
が
異
な
る
特
徴
が

　

最
近
五
年
間
の
相
談
件
数
の
推
移
を
み
る

と
、
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
度

に
は
四
二
八
六
件
だ
っ
た
相
談
が
、
〇
九
年

度
に
は
五
三
八
一
件
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
総
合
相
談
の
件
数
を
年
齢
で
内
容
ご
と

に
集
計
し
て
、
各
年
代
の
悩
み
の
傾
向
を
各

年
代
ご
と
に
み
る
と
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

「
求
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
は
年
代
に
係
わ

ら
ず
多
い
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
年
代
ご
と
に

異
な
る
悩
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

　

年
代
別
に
多
い
内
容
を
み
る
と
、
二
〇
代

は
「
仕
事
の
方
向
性
」
が
多
く
、「
適
職
・
適

性
を
知
り
た
い
」「
労
働
・
業
界
・
仕
事
の
情
報
」

も
比
較
的
多
い
。
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や

適
職
・
適
性
に
関
心
が
高
く
、
悩
む
人
が
相

談
し
て
い
る
よ
う
だ
。
三
〇
代
も
「
仕
事
の

方
向
性
」
が
突
出
。
三
〇
代
前
半
層
は
、
結

婚
や
出
産
を
経
て
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」

の
悩
み
が
伸
び
て
い
る
。
こ
の
世
代
か
ら
「
上

司
・
部
下
と
の
人
間
関
係
」
も
増
え
て
き
て
、

四
〇
代
に
な
る
と
、
年
齢
へ
の
不
安
や
ス
ト
レ

ス
、
不
安
・
情
緒
不
安
定
な
ど
も
加
わ
り
該

当
項
目
が
七
項
目
と
悩
み
多
き
世
代
に
な
る
。

　

転
職
し
た
い
人
も
増
え
、
そ
の
た
め
に
仕

事
の
情
報
を
知
り
た
か
っ
た
り
す
る
が
、
年

齢
も
あ
っ
て
就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か
な
い

―
―

。
そ
ん
な
姿
が
透
け
て
見
え
る
。

全
体
の
８
割
を
占
め
る
キ
ャ
リ
ア
相
談

　

一
方
、
特
別
相
談
の
方
も
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
全
体
の
八
割

を
占
め
て
い
る
。

や
は
り
、
仕
事

の
方
向
性
に
関

す
る
悩
み
が
目

立
つ
と
い
う
。

年
代
は
四
〇
代

前
半
層
が
増
え

て
い
て
、
雇
用

形
態
別
で
は
、

正
社
員
と
派
遣

社
員
が
や
や
減

り
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
、

契
約
社
員
の
相

談
が
多
く
な
っ

て
い
る
。「
少
し
前
ま
で
は
三
〇
代
の『
結
婚
・

出
産
を
経
て
、
ど
う
や
っ
て
継
続
し
て
働
く

か
』
と
い
っ
た
相
談
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の

一
、
二
年
は
四
〇
代
に
移
行
し
て
き
て
い
る
。

職
場
の
人
間
関
係
、
管
理
職
と
し
て
の
悩
み
、

転
職
先
を
探
す
求
職
活
動
、
な
か
に
は
起
業

の
相
談
も
あ
り
、
幅
広
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
仕
事
の
方
向
性
の
相
談
が
雇
用
形
態

に
係
わ
ら
ず
多
い
ほ
か
、
有
期
契
約
の
労
働

者
は
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
現
有
資
格
を
ど
う

伸
ば
し
て
い
く
か
の
悩
み
も
少
な
く
な
い
」

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
最
近
の
相
談
の
傾
向
に
つ
い
て
、

同
館
で
主
任
総
合
相
談
員
を
努
め
る
横
山
八

重
子
氏
は
、「
悩
み
が
深
刻
な
の
は
三
〇
代
後

半
か
ら
四
〇
代
だ
」
と
訴
え
る
。

　
「
育
児
な
ど
の
問
題
に
加
え
、
介
護
や
自

分
の
老
後
の
こ
と
が
心
配
で
、
転
職
を
考
え

る
人
が
多
い
。『
今
ま
で
派
遣
や
契
約
社
員

で
働
い
て
き
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
安
定
し
た
仕

事
に
就
か
な
い
と
五
〇
代
、
六
〇
代
に
な
っ

て
困
る
』
と
の
不
安
を
抱
き
始
め
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
現
実
に
は
四
〇
代
に
な
っ
て
か
ら

安
定
し
た
仕
事
を
探
す
こ
と
は
至
難
の
業
。

『
な
ら
ば
、
自
分
で
何
か
仕
事
を
』
と
起
業

に
関
心
が
向
く
人
も
い
る
。『
小
物
を
売
り

た
い
』
と
か
『
料
理
教
室
を
開
き
た
い
』
な

ど
と
自
分
の
趣
味
を
活
か
す
こ
と
を
考
え
、

そ
の
た
め
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
て
相

談
に
来
る
人
も
い
る
」

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
仕
事
の
方
向
性
と
求

職
活
動
の
相
談
は
年
代
を
問
わ
ず
多
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
年
齢

へ
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
、
情
緒
不
安
定
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
だ
。

最
近
の
相
談
内
容
の
傾
向
と
は

　

さ
ら
に
、
横
山
氏
は
最
近
の
相
談
現
場
の

表３　総合相談における年齢別相談内容
年齢

内容 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59

求職活動の
ノウハウ
労働・業界・
仕事の情報
就職活動がう
まく行かない
年齢への
不安

適職・適性
を知りたい
仕事の
方向性
仕事と
家庭の両立
上司・部下と
の人間関係

疲労感

不安・情緒
不安定

ストレス

該当項目計 ４ ５ ５ ５ ７ ７ ５ ２

（注１） 該当相談件数／相談件数（各年齢の合計）を割り出し、上位５％以
上のものを記載

（注２） （５～10％）、 （10％～15％）、 （15％以上）
資料出所：平成22年度第１回全国相談担当者研修会配布資料
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傾
向
と
し
て
、
①
短
期
の
有
期
契
約
労
働
な

ど
で
働
く
経
済
的
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る

人
②
精
神
的
な
不
安
定
さ
か
ら
人
間
関
係
に

悩
む
人
③
上
司
や
同
僚
と
の
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
人―

―

の
相
談

が
目
立
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
の

か
、
解
説
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、

①
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る
人
の
相
談
と

は
、
ど
ん
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

目
立
つ
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
手
前
層
の
相
談

　
「
短
期
有
期
契
約
の
相
談
で
感
じ
て
い
る

の
は
、
経
済
的
に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
層
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
の
相
談
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
。
数
カ
所
を
掛
け
持
ち
で
目
一

杯
働
い
て
い
る
の
に
、
収
入
は
生
活
保
護
と

変
わ
ら
な
い
。
生
活
保
護
は
医
療
費
な
ど
の

軽
減
措
置
が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
こ
の
人
た

ち
は
正
社
員
と
違
っ
て
企
業
の
福
利
厚
生
か

ら
外
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
結
果
的
に

生
活
保
護
レ
ベ
ル
よ
り
下
が
っ
て
し
ま
い
、

人
に
よ
っ
て
は
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
る
雰

囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
。
自
暴
自
棄
に
な
り
つ

つ
も
身
体
や
こ
こ
ろ
も
健
康
が
完
全
に
崩
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
な
ん
と
か
踏

み
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

病
気
と
か
ケ
ガ
な
ど
を
き
っ
か
け
に
崩
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
心
配
だ
」

　

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
、
や
は
り
今
後
の

方
向
性
の
悩
み
で
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど

う
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
こ
う
し
た
女
性
が
救
わ
れ
て
い
る
の
は
、

親
と
同
居
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
面
も
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
親
を
亡
く
し
て
は
じ
め

て
、
住
ま
い
の
維
持
す
ら
ま
ま
な
ら
ず
、
自

分
の
立
場
が
分
か
っ
た
と
の
相
談
も
あ
る
。

職
を
掛
け
持
ち
し
た
り
、
職
場
が
短
期
間
で

変
わ
っ
た
り
す
る
な
か
で
、
自
分
の
方
向
性

が
一
層
み
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ

け
だ
が
、
親
も
自
分
も
歳
を
と
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
仕
事
の
こ
と
に
加
え
て
今
後
の
生

活
の
基
盤
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
ト
ー
タ
ル
な
視

点
を
持
て
る
よ
う
に
援
助
す
る
が
、
相
談
者

は
心
身
と
も
に
疲
れ
、
自
己
を
肯
定
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ

こ
で
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
受
け
と
め
な
が
ら
、

本
人
が
自
信
を
持
て
る
よ
う
、
持
ち
味
を
引

き
出
す
相
談
を
心
掛
け
て
い
る
」

現
実
の
仕
事
と
思
い
描
く
働
き
方
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
正
社
員

　

そ
の
一
方
で
、
雇
用
形
態
別
に
相
談
件
数

を
み
る
と
、
約
半
数
を
正
社
員
か
ら
の
相
談

が
占
め
て
い
る
（
表
４
）。
ち
な
み
に
、
正

社
員
の
相
談
の
特
徴
は
何
か
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
「
若
年
層
は
『
仕
事
が
合
わ
な
い
か
ら
転

職
し
た
い
』
と
い
っ
た
相
談
が
多
い
。
学
卒

後
、
希
望
に
燃
え
て
入
社
し
た
も
の
の
、
適

性
で
悩
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
だ
。
例
え
ば
出

版
業
界
に
入
っ
た
ら
、
即
、
編
集
の
仕
事
が

で
き
る
と
思
い
こ
ん
で
い
た
り
す
る
。
と
こ

ろ
が
実
際
に
は
、
基
礎
的
な
仕
事
や
雑
用

だ
っ
た
り
す
る
と
、『
や
り
た
い
仕
事
と
違
う
。

他
の
方
向
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
な
ど
と

悩
む
。
若
年
層
で
『
労
働
・
業
界
・
仕
事
の

情
報
』
の
相
談
が
多
い
の
は
、
こ
う
し
た
背

景
が
あ
り
そ
う
だ
」

　
「
三
〇
代
半
ば
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
仕
事

に
慣
れ
た
が
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ

の
方
向
性
も
み
え
ず
、『
こ
の
会
社
に
居
続
け

て
い
い
の
か
？
』『
仕
事
も
多
忙
に
な
り
、
結

婚
、
出
産
を
考
え
て
い
る
も
の
の
こ
ん
な
仕

事
の
や
り
方
を
し
て
い
た
ら
結
婚
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
』
な
ど
と
仕
事
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
っ
た
ら
よ
い

の
か
を
考
え
る
。
四
〇
代
か
ら
は
、
結
婚
・

出
産
年
齢
が
遅
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
問
題
が
少
し

後
ろ
に
き
て
い
る
傾
向
が
あ
る
」

30
代
と
40
代
に
多
い
人
間
関
係
の
相
談

　

で
は
、
②
の
人
間
関
係
は
、
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
悩
み
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

「
職
場
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
行
か
ず
、
パ

ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
な
が
っ
て
い
く

ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
。
上
司
の
側
は
、
接

し
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
仕
事
の
指
導
を

し
て
い
る
つ
も
り
が
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
っ
た
り

す
る
。
人
間
関
係
の
問
題
で
三
〇
代
と
四
〇

代
が
多
い
の
は
、
転
職
し
た
り
、
主
婦
か
ら

再
就
職
し
た
り
し
て
、
新
し
い
職
場
の
風
土

や
環
境
の
中
で
戸
惑
う
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

ま
た
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
に
関
し
て
い

え
ば
、
母
子
家
庭
や
パ
ー
ト
な
ど
の
非
正
規

労
働
者
な
ど
比
較
的
、
立
場
の
弱
い
人
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
日
頃
の

相
談
か
ら
感
じ
ら
れ
る
」

課
題
を
整
理
す
る
能
力
が
大
切

　

こ
う
し
た
場
合
の
相
談
は
、
③
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
と
も
関
連
し
て
き
そ

う
だ
。
相
談
の
現
場
で
は
、
ど
の
よ
う
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。

　
「
相
談
内
容
が
複
雑
化
、
多
様
化
し
た
た

め
か
、
実
際
の
相
談
活
動
で
も
相
談
者
の
課

題
を
整
理
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
ま

ず
、
相
談
者
の
つ
ら
さ
を
『
こ
う
い
っ
た
こ

と
で
悩
ん
で
い
る
の
で
す
ね
』
と
受
け
止
め

る
。
そ
の
後
、『
あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
課
題

は
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
』

な
ど
と
相
談
内
容
を
切
り
分
け
た
う
え
で
、

本
当
の
悩
み
が
何
な
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、

『
こ
れ
は
電
話
だ
け
で
は
難
し
い
で
す
ね
。

面
談
に
よ
る
相
談
が
効
果
的
と
思
う
の
で
、

こ
ち
ら
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
近
く
の
○
○

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
』
な
ど
と
案
内
す
る
。

悩
ん
で
い
る
人
の
な
か
に
は
沢
山
の
課
題
を

か
か
え
て
何
を
相
談
し
た
い
か
わ
か
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
話
を
聞
く
な
か
で

悩
み
を
整
理
し
な
が
ら
『
あ
な
た
に
つ
い
て

は
、
こ
う
い
う
問
題
を
解
決
し
な
い
と
先
に

進
ま
な
い
と
思
う
か
ら
、
あ
な
た
自
身
の
問

題
を
こ
ん
な
風
に
話
し
て
み
て
は
ど
う

か
？
』
な
ど
と
整
理
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
有

効
な
こ
と
も
あ
る
。
相
談
担
当
者
と
し
て
は
、

相
談
者
の
気
持
ち
を
受
け
と
め
な
が
ら
悩
み

の
聞
き
方
、
見
立
て
方
に
関
す
る
ス
キ
ル
を

常
日
頃
か
ら
向
上
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛

感
し
て
い
る
」

 

（
調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三
）

表４　特別相談の相談者の雇用形態（構成比％）
2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

正社員 52.0 51.9 51.1 54.2 50.5 

パート・ア
ルバイト 24.4 16.7 19.6 17.2 21.5 

派遣 12.6 15.6 12.9 14.1 9.9 

契約 7.7 8.9 9.0 6.4 9.2 

その他 1.2 1.7 1.3 1.1 1.5 

不明 2.1 5.2 6.1 7.0 7.4 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

資料出所：平成22年度第１回全国相談担当者研修会配布資料


